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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

◆
広
報
京
た
な
べ
◆

毎
月
２
回
、
１
日
と
１５
日

に
発
行
し
て
い
ま
す（
１
・
８

月
は
１
日
の
み
発
行
）。
発

行
部
数
は
約
２
万
４
千
部
で

す
。【

カ
ラ
ー
広
告
】

規
格
＝
縦
６
・
５
㎝

×
横
１１
㎝

掲
載
料
（
１
コ
マ
）

＝
１
回
３
万
円

募
集
コ
マ
数
＝
１
日
号
４

コ
マ【

モ
ノ
ク
ロ
広
告
】

規
格
＝
縦
６
・
７
㎝
×
横

４
・
４
㎝

掲
載
料
（
１
コ
マ
）
＝
１

回
１
万
円

募
集
コ
マ
数
＝
▼
１
日
号

…
２０
コ
マ
▼
１５
日
号
…
１０
コ

マ
◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◆

ア
ク
セ
ス
件
数
は
月
約

８
万
件
で
す
（
数
字
は
参
考

で
、
ア
ク
セ
ス
件
数
を
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。規格

＝
▼
サ
イ
ズ
…
縦
６０

未来の新産業を創る！

ピ
ク
セ
ル
×
横
１
４
０
ピ
ク

セ
ル
▼
容
量
…
８
Ｋ
Ｂ
以
内

▼
形
式
…
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は

Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
の
静
止
画

掲
載
料
（
１
枠
）
＝
１
月

１
万
円
（
前
納
）

募
集
枠
数
＝
１４
枠

全
国
の
玉
露
や
煎
茶
５
種

類
を
飲
み
比
べ
、
品
種
・
産

地
を
当
て
る
第
３８
回
新
春
茶

香
服
（
ち
ゃ
か
ぶ
き
）
大
会

が
２
月
５
日
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。茶

香
服
は
闘
茶
会
と
も
い

わ
れ
、
中
国
・
唐
の
時
代
に

流
行
し
た
茶
席
の
遊
び
が
起

源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
、
１４
～
１６
世
紀
の
室
町

時
代
に
娯
楽
遊
戯
と
し
て
流

行
し
、
現
在
の
形
式
と
な
り

ま
し
た
。

同
大
会
で
は
、
市
内
各
地

域
か
ら
の
代
表
チ
ー
ム
や
一

般
参
加
な
ど
約
１
２
０
人
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
飲
み
当
て
る

お
茶
は
、
玉
露
３
種
類
（
田

辺
・
八
女
・
静
岡
産
）、
煎

茶
２
種
類
（
山
城
〈
木
津
川

市
〉・
鹿
児
島
産
）。
競
技
は
、

５
種
類
の
茶
葉
に
「
花
鳥
風

月
客
」
の
一
文
字
ず
つ
を
付

け
、
品
種
・
産
地
を
伏
せ
て

出
さ
れ
た
お
茶
の
味
・
香
り
・

色
を
比
べ
な
が
ら
飲
み
分
け

ま
す
。５
回
競
技
が
行
わ
れ
、

合
計
点
数
（
満
点
２５
点
）
を

競
い
ま
す
。

東
区
Ｂ
チ
ー
ム
の
山
岡
さ

お
り
さ
ん
（
４３
）
は
「
地
域

代
表
を
決
め
る
予
選
の
成
績

は
良
か
っ
た
が
、
本
戦
は
や

は
り
緊
張
し
て
難
し
か
っ

た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

団
体
の
部
＝
①
飯
岡
Ｂ
②

草
内
Ｂ
③
田
辺
Ｂ

個
人
の
部
＝
①
大
辻
伊
和

夫
②
米
田
五
司
③
上
村
孝
男

草内木津川運動公
園をスタート地点に、
4,915 人のランナーが
出発（＝写真）。京都
木津川マラソン大会
が、2月 5 日に開かれ
ました。
フルマラソンやハー
フなど 14 種目あり、
小学生から 90 歳まで
のランナーは、茶園な

どが広がる堤防の景色
を楽しみながら完走を
目指しました。
フルマラソンに参加
した宮城県仙台市の内
田英一さんは「震災で
人の絆の大切さを感じ
た。全員が心を一つに
してゴールしたい」と
選手宣誓しました。

２
月
４
日
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、

「
お
や
き
」
を
親
子
で
作
っ
て
食
べ
る
土

曜
わ
く
わ
く
体
験
ク
ラ
ブ
が
開
か
れ
ま
し

た
。お

や
き
は
、小
麦
粉
を
練
っ
た
生
地
に
、

高
菜
な
ど
の
具
材
を
包
み
焼
い
た
も
の
。

こ
の
日
は
、
あ
ん
こ
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
具

材
も
用
意
。
ま
き
で
熱
し
た
鉄
板
で
焼
き

上
げ
た
ほ
く
ほ
く
の
お
や
き
に
、
親
子
が

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

清
水
和
奏
ち
ゃ
ん
（
６
）
は
、「
お
わ

ん
み
た
い
に
広
げ
て
包
む
の
が
難
し
か
っ

た
。
チ
ー
ズ
が
と
ろ
と
ろ
で
お
い
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
は
、
平
成
２４
年
度
の
「
広
報
京
た

な
べ
」
と
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
報
京
た
な
べ
で
は
、
新
た
に
カ

ラ
ー
広
告
を
掲
載
で
き
る
枠
を
設
け
ま

し
た
。
あ
な
た
の
会
社
・
お
店
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
市

長
公
室
に
あ
る
申
込
書
に
、
掲
載
を
希

望
す
る
広
告
の
原
稿
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
希
望
す
る
月
（
号
）
の

前
々
月
２５
日
ま
で
（
２５
日
が
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
）

た
だ
し
、
４
月
分
は
３
月
９
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
長
公
室
（
☎

６４
・
１
３
２
０
）

配られたお茶の味を確かめる参加者

自
衛
隊
京
都
地

方
協
力
本
部
宇
治

地
域
事
務
所
は
、

平
成
２４
年
度
の
自

衛
官
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

募
集
種
目
＝
▼

幹
部
候
補
生
…
一
般
・
技
術
、
歯
科
、

薬
剤
▼
予
備
自
衛
官
補
…
一
般
、
技
能

受
付
期
限
＝
▼
幹
部
候
補
生
…
４
月

２７
日
㈮
▼
予
備
自
衛
官
補
…
４
月
４
日

㈬
【
説
明
会
】

日
時
＝
２
月
２８
日
㈫
午
後
５
時
３０
分

～
７
時

場
所
＝
市
商
工
会
館

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
宇
治
地

域
事
務
所
（
☎
４４
・
７
１
３
９
）

㉔ “地域起こし ”奨励賞を受賞
D-egg 入居企業のアイ ’ エムセップ㈱が、池田泉州
銀行主催のビジネス・エンカレッジ・フェア 2011 で
「ニュービジネス助成金 “ 地域起こし奨励賞 ”」を受
賞しました。
これは、同行が地元経済の活性化に貢献するため、
研究開発型事業・ニュービジネス事業への積極的な支
援 ･育成を目指した “地域起こし ”制度の一環として
創設されたもので、新規性・独創性のある技術やビジ
ネスプランを公募し、産学官連携の「ニュービジネス
目利き委員会」が評価。優秀なプランを表彰します。
同社は、「溶融塩電気化学プロセスをコア技術とす
る環境・エネルギー材料の開発」プランで受賞しまし
た。
この溶融塩に関する研究を応用すれば、現在、電気
自動車などで主流のリチウムイオン電池を、これまで
より安くて高性能にすることも可能です。
同社では、今後も、新材料・新素材や装置・システ
ムの研究開発、技術指導など、広く溶融塩技術に関わ
る事業を推進します。
D-egg について、くわしくはホームページ（http://
www.smrj.go.jp/incubation/d-egg/）をご覧ください。
問合せ先＝▼産業振興課 ( ☎ 64-1319) ▼ D-egg 事
務局 ( ☎ 68-1378)


